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前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門 A ② 2 ＊基礎教育科目

ビジネス・インプリメンテーション ② 2 ＊知識情報科目

ビ ジ ネ ス ・ ア ナ リ テ ィ ク ス ② 2 ＊知識情報科目

デ ー タ 科 学 ② 2 ＊知識情報科目

P B L 演 習 ② 2 ＊PBL科目

生 産 シ ス テ ム 科 学 ② 2 ＊知識情報科目

生 産 管 理 シ ス テ ム ② 2 ＊知識情報科目

生 産 科 学 ② 2 ＊知識情報科目

Ａ Ｉ プ ロ グ ラ ミ ン グ 2 2 ＊知識情報科目

人 工 知 能 A 2 2 ＊知識情報科目

P B L 演 習 ② 2 ＊PBL科目

医学概論（人体の構造と機能及び疾病） ② 2 ＊心理科目

公 衆 衛 生 学 ② 2 ＊環社シス科目

ヘ ル ス ケ ア シ ス テ ム ② 2 ＊知識情報科目

ヘ ル ス ケ ア サ ー ビ ス ② 2 ＊知識情報科目

P B L 演 習 ② 2 ＊PBL科目

コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム 2 2 ＊知識情報科目

情 報 ネ ッ ト ワ ー ク 基 礎 2 2 ＊知識情報科目

デ ー タ ベ ー ス 基 礎 2 2 ＊知識情報科目

マ ー ケ テ ィ ン グ ・ サ イ エ ン ス ② 2 ＊知識情報科目

ヒューマンコンピュータインタラクション ② 2 ＊知識情報科目

人 工 知 能 A ② 2 ＊知識情報科目

P B L 演 習 ② 2 ＊PBL科目

情 報 ネ ッ ト ワ ー ク 基 礎 ② 2 ＊知識情報科目

教 育 情 報 学 ② 2 ＊知識情報科目

教 育 ・ 学 習 の 理 論 と 設 計 ② 2 ＊知識情報科目

人 工 知 能 Ｂ ② 2 ＊知識情報科目

P B L 演 習 ② 2 ＊PBL科目

プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門 A ② 2 ＊基礎教育科目

情 報 ネ ッ ト ワ ー ク 基 礎 ② 2 ＊知識情報科目

コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム ② 2 ＊知識情報科目

W e b シ ス テ ム 構 築 基 礎 2 2 ＊知識情報科目

情 報 通 信 工 学 概 論 2 2 ＊知識情報科目

P B L 演 習 ② 2 ＊PBL科目

環 境 ・ 生 命 ・ 倫 理 ② 2 ＊総合教養科目

自 然 環 境 学 概 論 ② 2 ＊総合教養科目

環 境 政 策 学 ② 2 ＊環社シス科目

技 術 と 環 境 2 2 ＊総合教養科目

人 間 と 居 住 環 境 2 2 ＊総合教養科目

生 命 と 環 境 2 2 ＊総合教養科目

国 際 開 発 の 課 題 2 2 ＊総合教養科目

地 域 文 化 学 2 2 ＊総合教養科目

大 阪 の 自 然 2 2 ＊総合教養科目

P B L 演 習 ② ＊PBL科目

大 阪 の 都 市 づ く り ② 2 ＊総合教養科目

地 域 実 践 演 習 ② 2 ＊環社シス科目

環 境 ・ 生 命 ・ 倫 理 2 2 ＊総合教養科目

自 然 環 境 学 概 論 2 2 ＊総合教養科目

公 共 政 策 学 基 礎 2 2 ＊環社シス科目

P B L 演 習 ② ＊PBL科目

大 阪 の 都 市 づ く り ② 2 ＊総合教養科目

自 然 環 境 学 概 論 ② 2 ＊総合教養科目

海 域 環 境 再 生 学 ② 2 ＊環社シス科目

陸 域 環 境 再 生 学 ② 2 ＊環社シス科目

P B L 演 習 ② ＊PBL科目

企 業 の 経 済 学 ② 2 ＊環社シス科目

環 境 経 済 ・ 経 営 学 ② 2 ＊環社シス科目

経 済 活 動 と 法 ② 2 ＊環社シス科目

環 境 法 1 ② 2 ＊環社シス科目

P B L 演 習 ② ＊PBL科目

社 会 科 教 育 法 （ 公 民 分 野 ） 1A 2 2
＊教職科目（環社シス）
＊教育福祉科目

社 会 科 教 育 法 （ 公 民 分 野 ） 2A 2 2
＊教職科目（環社シス）
＊教育福祉科目
＊教職科目（心理）

福 祉 科 教 育 法 A 2 2 ＊教育福祉科目

福 祉 科 教 育 法 B 2 2 ＊教育福祉科目

倫 理 学 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

政 治 学 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

社 会 学 基 礎 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

国 際 教 育 と 開 発 ② 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

P B L 演 習 ② 2 ＊PBL科目

現代システム科学域　PBLプログラム履修課程

2

企業と持続可能な社会

サービスデザイン

1科目

5科目

4科目

ESD-A
（資格系）

5科目

3科目

2科目

ヘルスケア科学 5科目

備考
第1年次 第2年次 第3年次 第4年次

1科目

地域再生

2科目

5科目
2科目

1科目2

環境再生 5科目

教育情報システムデザイン 5科目

環境学

3科目

5科目

1科目

生産システム科学

3科目

5科目

1科目

2

PBLプログラム 科　　　　目

単
位

（
○
印
必
修

）

週　時　間　数

履修を指定する科目数 卒業要件

2

5科目

情報ネットワークシステム

3科目

1科目

1科目

5科目

ビジネスプレディクション 5科目

1科目

2
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前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

備考
第1年次 第2年次 第3年次 第4年次

PBLプログラム 科　　　　目

単
位

（
○
印
必
修

）

週　時　間　数

履修を指定する科目数 卒業要件

社 会 科 教 育 法 （ 地 歴 分 野 ） 1A 2 2
＊教職科目（環社シス）
＊教育福祉科目
＊教職科目（心理）

社 会 科 教 育 法 （ 地 歴 分 野 ） 2A 2 2
＊教職科目（環社シス）
＊教育福祉科目
＊教職科目（心理）

日 本 史 概 説 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

外 国 史 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

自 然 地 理 学 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

国 際 教 育 と 開 発 ② 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

P B L 演 習 ② 2 ＊PBL科目

社 会 調 査 論 ＊ ② 2 ＊環社シス科目

社 会 学 基 礎 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

地 理 学 基 礎 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目

文 化 人 類 学 入 門 2 2 ＊総合教養科目

現 代 の 社 会 問 題 と 社 会 運 動 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目
＊心理科目

環 境 社 会 学 2 2 ＊環社シス科目

質 的 調 査 法 ＊ 2 2 ＊環社シス科目

資 料 分 析 法 ＊ 2 2 ＊環社シス科目

調 査 設 計 法 ＊ 2 2 ＊環社シス科目

地 域 社 会 学 2 2 ＊教育福祉科目

ジ ェ ン ダ ー と 社 会 2 2 ＊教育福祉科目

社 会 に お け る ネ ッ ト ワ ー ク 2 2 ＊総合教養科目

社 会 と 統 計 2 2 ＊総合教養科目

P B L 演 習 ＊ ② ＊PBL科目

文 化 と 景 観 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目

地 理 学 基 礎 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目

社 会 文 化 史 2 2 ＊環社シス科目

社 会 政 治 思 想 2 2 ＊環社シス科目

都 市 と 経 済 の 地 理 学 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目

地 域 研 究 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目

大 阪 の 都 市 づ く り 2 2 ＊総合教養科目

共 生 の 思 想 と 歴 史 2 2 ＊教育福祉科目

ジ ェ ン ダ ー と 社 会 2 2 ＊教育福祉科目

地 域 社 会 学 2 2 ＊教育福祉科目

教育福祉の諸問題C（多文化共生） 2 2 ＊教育福祉科目

地 域 ・ 都 市 環 境 学 2 2 ＊環社シス科目

環 境 心 理 学 2 2 ＊心理科目

P B L 演 習 ② 2 ＊PBL科目

言 語 表 現 と 世 界 認 識 2 2 ＊環社シス科目

認 識 と レ ト リ ッ ク 2 2 ＊環社シス科目

地 域 社 会 の 言 語 環 境 2 2 ＊環社シス科目

デ ィ ス コ ー ス と 社 会 2 2 ＊環社シス科目

グ ロ ー バ ル 社 会 の 文 化 表 象 2 2 ＊環社シス科目

文 化 表 象 と 社 会 批 評 2 2 ＊環社シス科目

言 語 の 社 会 シ ス テ ム 2 2 ＊環社シス科目

地 域 ・ 都 市 環 境 学 2 2 ＊環社シス科目

共 生 の 思 想 と 歴 史 2 2 ＊教育福祉科目

教育福祉の諸問題C（多文化共生） 2 2 ＊教育福祉科目

歴 史 の な か の 大 阪 2 2 ＊総合教養科目

国 際 文 化 の 視 点 2 2 ＊総合教養科目

こ と ば の 歴 史 2 2 ＊総合教養科目

エ ス ニ ッ ク ・ ス タ デ ィ 2 2 ＊総合教養科目

日 本 の 古 典 文 学 2 2 ＊総合教養科目

世 界 の な か の 英 語 2 2 ＊総合教養科目

P B L 演 習 ② 2 ＊PBL科目

社 会 文 化 史 2 2 ＊環社シス科目

文 化 と 共 生 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目

共 生 社 会 と ア イ デ ン テ ィ テ ィ 2 2 ＊環社シス科目

現 代 社 会 の 倫 理 学 2 2 ＊環社シス科目

環 境 哲 学 と 現 代 社 会 2 2 ＊環社シス科目

個 人 創 造 の 思 想 史 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目

ジ ェ ン ダ ー と 社 会 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目

共 生 の 思 想 と 歴 史 2 2 ＊教育福祉科目

教育福祉の諸問題C（多文化共生） 2 2 ＊教育福祉科目

共 生 社 会 と 宗 教 2 2 ＊総合教養科目

P B L 演 習 ② 2 ＊PBL科目

共生の思想

1科目

5科目

1科目

1科目

5科目

2科目

ESD-B
（資格系）

2

文化表象

2科目

1科目

都市社会

1科目

5科目

1科目

1科目

社会調査（資格系）

1科目

5科目

1科目

1科目、ただし
社会調査士取
得のためには＊
科目が必修

1科目

1科目

3科目

5科目

1科目

いずれかの
コース１つ以上

履修

3
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前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

備考
第1年次 第2年次 第3年次 第4年次

PBLプログラム 科　　　　目

単
位

（
○
印
必
修

）

週　時　間　数

履修を指定する科目数 卒業要件

家 族 社 会 学 2 2 ＊教育福祉科目

教育福祉の諸問題Ｂ（性と人権） 2 2 ＊教育福祉科目

社 会 福 祉 原 論 2 2 ＊教育福祉科目

共 生 の 思 想 と 歴 史 2 2 ＊教育福祉科目

ジ ェ ン ダ ー と 社 会 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目

教 育 福 祉 学 B 2 2 ＊教育福祉科目

保 育 学 概 論 2 2 ＊教育福祉科目

乳 児 保 育 論 2 2 ＊教育福祉科目

異 文 化 の 理 解 2 2 ＊環社シス科目

共 生 社 会 と ア イ デ ン テ ィ テ ィ 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目

文 化 と 景 観 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目

デ ィ ス コ ー ス と 社 会 2 2 ＊環社シス科目

人間システムとサステイナビリティ 2 2 ＊学域共通科目

ジ ェ ン ダ ー 論 入 門 2 2 ＊総合教養科目

ジ ェ ン ダ ー と 現 代 社 会 2 2 ＊総合教養科目

グ ロ ー バ ル 化 と 人 権 2 2 ＊総合教養科目

ス ポ ー ツ と 社 会 2 2 ＊総合教養科目

文 化 と 社 会 の 心 理 2 2 ＊総合教養科目

P B L 演 習 ② 2 ＊PBL科目

コ ラ ボ レ ー シ ョ ン 論 2 2 ＊教育福祉科目

教 育 の 思 想 と 歴 史 2 2 ＊教育福祉科目

スクール・ソーシャルワーク概論 2 2 ＊教育福祉科目

特 別 支 援 教 育 2 2 ＊教育福祉科目

教 育 社 会 学 2 2 ＊教育福祉科目

臨 床 心 理 学 概 論 2 2
＊教育福祉科目
＊心理科目

教 育 ・ 学 校 心 理 学 2 2 ＊心理科目

P B L 演 習 ② ＊PBL科目

地 域 福 祉 論 A 2 2 ＊教育福祉科目

地 域 福 祉 論 B 2 2 ＊教育福祉科目

地 域 社 会 学 2 2 ＊教育福祉科目

社 会 福 祉 原 論 2 2 ＊教育福祉科目

教育福祉の諸問題A（貧困と社会） 2 2 ＊教育福祉科目

環 境 哲 学 と 現 代 社 会 2 2 ＊環社シス科目

地 理 学 基 礎 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目

地 域 研 究 2 2
＊環社シス科目
＊教育福祉科目

P B L 演 習 ② ＊PBL科目

社 会 教 育 入 門 2 2 ＊教育福祉科目

保 育 学 概 論 2 2 ＊教育福祉科目

心 理 学 と 心 理 的 支 援 2 2 ＊教育福祉科目

生 涯 学 習 概 論 2 2 ＊教育福祉科目

生 涯 ス ポ ー ツ 指 導 2 2 ＊教育福祉科目

教育福祉の諸問題C（多文化共生） 2 2 ＊教育福祉科目

社 会 教 育 計 画 2 2 ＊教育福祉科目

教 育 情 報 学 2 2 ＊知識情報科目

教 育 ・ 学 習 の 理 論 と 設 計 2 2 ＊知識情報科目

P B L 演 習 ② ＊PBL科目

プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門 B ② 2 ＊基礎教育科目

認 知 情 報 処 理 ② 2 ＊心理科目

科 学 技 術 と 社 会 2 2 ＊総合教養科目

社 会 に お け る ネ ッ ト ワ ー ク 2 2 ＊総合教養科目

Ａ Ｉ プ ロ グ ラ ミ ン グ 2 2 ＊知識情報科目

人 工 知 能 A 2 2 ＊知識情報科目

環 境 心 理 学 2 2 ＊心理科目

P B L 演 習 ② 2 ＊PBL科目

発 達 心 理 学 2 2 2 ＊心理科目

環 境 心 理 学 2 2 ＊心理科目

心の病理学（精神疾患とその治療） 2 2 ＊心理科目

心理療法論（心理学的支援法） 2 2 ＊心理科目

文 化 人 類 学 入 門 2 2 ＊総合教養科目

異 文 化 の 理 解 2 2 ＊環社シス科目

現 代 社 会 と 健 康 2 2 ＊総合教養科目

ヘ ル ス ケ ア サ ー ビ ス 2 2 ＊知識情報科目

精 神 保 健 学 2 2 ＊教育福祉科目

P B L 演 習 ② ＊PBL科目

地 域 実 践 演 習 ② 2 ＊環社シス科目

特 別 支 援 教 育 ② 2 ＊教育福祉科目

教 育 社 会 学 2 2 ＊教育福祉科目

教 育 ・ 学 校 心 理 学 2 2 ＊心理科目

スクール・ソーシャルワーク概論 2 2 ＊教育福祉科目

大 阪 の 都 市 づ く り 2 2 ＊総合教養科目

心 理 学 と 心 理 的 支 援 2 2 ＊教育福祉科目

P B L 演 習 ② ＊PBL科目

4科目
5科目

1科目

2科目

5科目
2科目

1科目

5科目
4科目

1科目2

教育保障

2

生活環境と情報

生きることと遊び

コラボレーション

地域および都市における
排除・共生・参加

生涯学習と設計

2

2

5科目
4科目

1科目

2科目

5科目
2科目

1科目

ジェンダー論

1科目

5科目

1科目

1科目

2

5科目
4科目

1科目
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△政治学

△□社会学基礎

△□倫理学

△地域研究

△□生命科学技術と社会

△国際教育と開発

△社会科教育法（公民分
野）1A

△社会科教育法（公民分
野）2A

◇情報セキュリティ◇アルゴリズムとデータ
構造

◇データ科学
△公共政策学基礎

△国際法と共生社会

△□異文化の理解

△地域・都市環境学

△□ジェンダーと社会

△教育福祉の諸問題A
（貧困と社会）

△□現代の社会問題と社
会運動

△□家族社会学

CP1, CP4, CP5, CP6

【設置の趣旨及び必要性】
○サステイナブルな社会を実現するためには、領域横断的応用力とシステム的思考力を兼ね備え、かつサステイナブルな社会を実現するという高い志と強い意志を持った人材の育成が不可欠である。
○現代の複雑な社会をシステムとして俯瞰し、持続可能な社会の実現を担う人材を育てるには複数の学問領域を融合して現実の問題の解決に挑むような学びこそが重要である。

【養成する人材像】
○現代社会に生きる人々が、他者や社会、文化との相互作用の中で抱える心に起因する問題に焦点を当て、心理学及び心理学関連分野の専門的知識・技能とシステム的思考力を発揮し、課題解決を
図ることによって、持続可能な社会の実現に貢献できる人材。

○豊かな教養とコミュニケーション能力、自主的、論理的な思考と記述力、情報収集能力、プレゼンテーション能力、問題解決能力、高い倫理観と創造力を持ち、社会の多方面で活躍できる人材

アドミッションポリシー

3．自分の考え方や意見を他者
に的確に伝えるための基礎的な
表現力を有している人（CP4～
7）

1．高等学校における教科・科
目を文理ともに広く学習し、心
理学を学ぶための基礎的な知
識・技能を有している人（CP1
～4）

2．問題解決を行うための基礎
的な思考力・判断力を有してい
る人（CP4～7）

想定され
る進路・
就職先

大学院進
学、公務
員（事務
系）、医
療 ・ 保
健 ・ 教
育・福祉
分 野 、
サービス
系企業
教員（公
民）

教育課程
１年 ２年 ３年 ４年

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

ディプロマポリシー

DP1. （多面的視点）自然科学、
人文・社会科学、人間科学、さ
らに情報学に関する統合的知
識・技能を持つとともに、認知
科学、社会・環境心理学、臨床
心理学など、心理学に関する専
門知識を身につけ、現代社会の
課題を多面的に捉えることがで
きる。（CP1, 4, 5, 6）

DP5. （領域横断的応用力）認
知科学、社会・環境心理学、臨
床心理学など、心理学およびそ
の関連領域の知識を横断的に用
いて、現代社会における課題の
解決を目指すことができる。
（CP1, 4, 5, 6, 9）

DP4. （システム的思考力）現
象を多様な要素の相互作用とし
て捉えることによって、現代社
会における課題の本質を深く探
求することができる。 （CP4,
5, 6）

DP8. （サステイナブル志向）
持続可能な社会の実現を他者と
協働して目指す態度を身につけ
ている。(CP5, 9)

DP7. （倫理観）人と社会の相
互作用の中で生じる心の問題を
解決することの重要性を理解し、
現代社会の一員としての高い倫
理観を有している。(CP8)

DP3. （データ活用力）データ
を収集・活用することのできる
知識・技能を用いて、課題を分
析・説明することができる。
(CP3, 7)

DP2. （コミュニケーション能
力）心理学の知識を踏まえ、複
数の言語の知識・技能を活用し
て、多様な人々とコミュニケー
ションできる。(CP2)

DP6. （表現力）現代社会の目
指すべき方向性とそれを実現す
るための方策を適切な表現法を
用いて説明することができる。
(CP2, 3, 7, 9)

4．現代社会の諸問題に対する
関心を有している人（CP8, 9）

カリキュラムポリシー

CP1. 幅広い知識・技能、多面
的な視野を養うために、基幹教
育科目に総合教養科目および健
康・スポーツ科学科目を配置す
る。（DP1）

CP4. 認知科学、社会・環境心
理学、臨床心理学などの心理学
およびその関連領域の知識を修
得させるため、基礎教育科目、
学類専門科目、学類関連科目を
体系的に配置する。（DP1,
4,5）

CP2. 複数の言語を用いて多様
な人々とコミュニケーションで
きる能力を養うために基幹教育
科目に英語科目および初修外国
語科目を配置する。（DP2, 6）

CP3. データを収集・活用する
ことのできる知識・技能を養う
ために、基幹教育科目に情報リ
テラシー科目、基礎教育科目に
プログラミング科目、数学・統
計学科目を配置する。（DP3,
6）

CP6. 複数領域の知識を横断的
に用いて、現代社会における課
題の解決を目指すことができる
力（領域横断的応用力）を養う
ために、学域共通科目に各学類
概論科目を配置する。（DP1, 4,
5 ）

CP5. 多様な要素の相互作用と
してとらえることによって現代
社会における課題の本質を深く
探求することができる力（シス
テム的思考力）を養うために、
学域共通科目にシステムとサス
テイナビリティ科目を配置する。
（DP1, 4, 5）

CP7. 現代社会の目指すべき方
向性とそれを実現するための方
策を説明することができる表現
力を養うために、基幹教育科目
に初年次導入科目、学類専門科
目に演習科目を配置する。
（DP6）

CP8. 人と社会の相互作用の中
で生じる心の問題を解決するこ
との重要性を理解し、現代社会
の一員としての高い倫理観を養
うために、学域共通科目にシス
テムとサステイナビリティ科目
を配置する。（D7）

CP9. 持続可能な社会の実現を
他者と協働して目指す態度を養
うために、PBLプログラムを配
置する。（DP8）

CP6

◇情報システムと
サステイナビリティ

CP5, CP8

○地球システムと
サステイナビリティ

△社会システムと
サステイナビリティ

□人間システムと
サステイナビリティ

◇知識情報システム
学概論

○環境社会システム
学概論

△教育福祉学概論

□心理学概論

PBL演習（企業と持続可能な社会）

△経済活動と法 △環境法1

CP9

初年次ゼミナール

University English 1A

University English 1B

中国語入門１

University English 2A

University English 2B

中国語入門２

University English 3A

University English 3B

Media English 1 
CP2

インターンシップ

海外インターンシップ

線形代数1

微積分1A

情報リテラシー

線形代数2A

微積分2

プログラミング入門B

●▲心理学統計法1 ●▲心理学統計法2 ●▲心理学統計法3

健康・スポーツ科学概論 健康・スポーツ科学実習 環境・生命・倫理

現代社会と健康

文化人類学入門

文化と社会の心理

人間と居住環境 法学入門
CP1

生命と進化 国際社会と政治

医学概論（人体の構造と
機能及び疾病）

CP4, CP5, CP6

■関係行政論

▲環境心理学

▲社会・集団・家族心理
学

■感情・人格心理学

●認知科学1（知覚・認
知心理学）

●認知科学2（学習・言
語心理学）2

●認知情報処理

▲産業・組織心理学

▲文化心理学

▲発達心理学1 ▲発達心理学2

■臨床心理学概論 ■心の病理学（精神疾患
とその治療）

■心理療法論（心理学的
支援法）

■心理検査法（心理的ア
セスメント）

●神経・生理心理学

■健康・医療心理学

■福祉心理学

▲□教育・学校心理学

■司法・犯罪心理学

■障害者と心理（障害
者・障害児心理学）

■公認心理師の職責

●▲■心理学卒業研究

●▲心理学研究法 ●▲心理学実験 ●▲心理学特殊実験1 ●▲心理学特殊実験2

●▲■心理演習1 ●▲■心理演習2

■心理実習

■心理演習3

CP7

△経済学基礎

△環境経済・経営学△企業の経済学

CP3

現代システム科学域 心理学類 カリキュラムマップ

PBLプログラム（企業と持続可能な社会）の場合

※PBLプログラムは23のプログラムから選択

○自然科学 ●認知科学

△人文・社会科学 ▲社会・環境心理学

□人間科学 ■臨床心理学

◇情報学

凡 例
基幹教育科目
学域共通科目
学類基盤科目
学類専門科目
PBLプログラム科目

必修科目 選択科目
選択必修

※繋がり方を分かりやすくするために矢印の色を変えている部分があるが、色自体に意味はない。
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CP9

※PBLプログラムは23のプログラムから選択

CP3 線形代数1

微積分1A
●▲心理学統計法1

情報リテラシー

線形代数2A

微積分2
●▲心理学統計法2

プログラミング入門B

CP9

CP6

CP9

CP7

C1, CP4, CP5, CP6

CP4, CP5, CP6

CP2

CP1

健康・スポーツ科学概論 健康・スポーツ科学実習 西洋社会文化史
ヨーロッパの多言語社会

都市的世界の社会学

ヨーロッパ事情

英語で学ぶ日本事情

国際ビジネス
現代社会における
キャリアデザイン

【設置の趣旨及び必要性】
○持続可能な社会を実現するためには、領域横断的応用力とシステム的思考力を兼ね備え、かつサステイナブルな社会を実現するという高い志と強い意志を持った人材の育成が不可欠である。
○現代の複雑な社会をシステムとして俯瞰し、持続可能な社会の実現を担う人材を育てるには複数の学問領域を融合して現実の問題の解決に挑むような学びこそが重要である。
○持続な脳な社会を担うための即戦力を育てるためには、大学での専門的な学びと社会での現実課題への挑戦的な学びを並行して行うことが重要である。

【養成する人材像】
○本学域では、現代社会のさまざまな問題に対して、領域横断的応用力とシステム的思考力を発揮し、課題解決を図ることによって、持続可能な社会の実現に貢献できる人材
○目指すべき未来の社会を創造すべく自分でその道筋をデザインし、領域横断的応用力とシステム的思考力を用いて、現代社会の課題解決に取り組むことによって、持続可能な社会の実現を実行で
きる人材を養成する。

アドミッションポリシー

3．自分の考え方や意見を他者
にうまく伝えるための基礎的な
表現力を有している人（CP4～
7）

カリキュラムポリシー ディプロマポリシー

現代システム科学域 心理学類 未来デザインコースカリキュラムマップ：認知科学と情報科学を融合してシステム開発に貢献できる人材

1．高等学校における教科・科
目を文理ともに広く学習し、基
礎的な知識・技能を有している
人（CP1～4）

2．問題解決を行うための基礎
的な思考力・判断力を有してい
る人（CP4～7）

想定され
る進路・
就職先

教育シス
テム企業
へ の 就
職：外国
語学習プ
ロセスを
反映した
語学学習
支援シス
テムの開
発できる
人材

University 
English 1A

University 
English 1B

ドイツ語初級A（基礎）

◇情報システムと
サステイナビリティ

University 
English 2A
University 
English 2B

ドイツ語初級B（会話）

◇● PBL演習
（教育情報システ
ムデザイン）

University 
English 3A

University 
English 3B

教育課程
１年 ２年 ３年 ４年

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

CP5

4．現代社会の諸問題に対する
関心を有する人（CP8, 9）

○自然システムと
サステイナビリティ

△社会システムと
サステイナビリティ

□人間システムと
サステイナビリティ

未来デザイン
インターンシップ

未来デザイン
計画演習

未来デザイン
PBL演習 未来デザイン卒業研究

ドイツ語中級1 ドイツ語中級2

●▲心理学研究法 ●▲心理学実験 ●▲心理学特殊実験1 ●▲心理学特殊実験2

●▲心理演習1 ●▲心理演習2

◇コンピュータシステム ◇データベース基礎

◇情報セキュリティ

◇情報ネットワーク基礎 ◇人工知能B◇教育情報学

◇●教育・学習の理論と設計

●認知科学1（知
覚・認知心理学）

●認知科学2（学習・
言語心理学）2

▲産業・組織心理学▲社会・集団・家
族心理学

▲発達心理学1 ▲発達心理学2

■臨床心理学概論 ■心理療法論（心
理学的支援法）

●神経・生理心理学 ●認知情報処理

▲文化心理学

▲教育・学校心理学

◇アルゴリズムとデータ
構造 ◇データ科学

△異文化の理解

◇マルチメディア情報処理

◇●ヒューマンコンピュー
タインタラクション

ドイツ語応用1 ドイツ語応用2

CP1. 幅広い知識・技能、多
面的な視野を養うために、基幹
教育科目に総合教養科目および
健康・スポーツ科学科目を配置
する。（DP1, 5）

CP4. 知識情報システム学類、
心理学類のそれぞれで必要とな
る知識を修得させるため、基礎
教育科目、各学類専門科目を体
系的に配置する。(DP1, 4, 5）

CP3. データを収集・活用す
ることのできる知識・技能を養
うために、基幹教育科目に情報
リテラシー科目、基礎教育科目
にプログラミング科目を配置す
る。（DP3, 6）

CP2. 複数の言語を用いて多
様な人々とコミュニケーション
できる能力を養うために、基幹
教育科目に英語科目および初修
外国語科目を配置する。（DP2,
6）

CP6. 複数領域の知識を横断
的に用いて、現代社会における
課題の解決を目指すことができ
る力（領域横断的応用力）を養
うために、学域共通科目に各学
類 概 論 科 目 を 配 置 す る 。
（ DP1, 4, 5）

CP5. 多様な要素の相互作用と
してとらえることによって現代
社会における課題の本質を深く
探求することができる力（シス
テム的思考力）を養うために、
学域共通科目にシステムとサス
テイナビリティ科目を配置する。
（DP1, 4, 5）

CP7. 現代社会の目指すべき
方向性とそれを実現するための
方策を説明することができる表
現力を養うために、基幹教育科
目に初年次導入科目、学類専門
科目に演習科目を配置する。
（DP3, 6）

CP8. 現代社会の一員として
の高い倫理観を養うために、学
域共通科目にシステムとサステ
イナビリティ科目を配置する。
（DP7）

CP9. 持続可能な社会の実現を
他者と協働して実行する力を養
うために、PBLプログラム、未
来デザインプログラムを配置す
る。（DP4, 5, 6, 8）

DP1. （多面的視点）自然科
学、人文・社会科学、人間科学、
さらに情報学に関する統合的知
識・技能を持ち、現代社会の課
題を多面的に捉えることができ
る。（CP1, 4, 5, 6）

DP5. （領域横断的応用力）
複数領域の知識を横断的に用い
て、現代社会における課題の解
決を目指すことができる。
（CP1, 4, 5, 6, 9）

DP4. （システム的思考力）現
象を多様な要素の相互作用とし
て捉えることによって、現代社
会における課題の本質を深く探
求することができる。 （CP4,
5, 6, 9）

DP8. （サステイナブル志向）
持続可能な社会の実現を他者と
協働して目指す態度を身につけ
ている。(CP5, 9)

DP7. （倫理観）現代社会の
一員としての高い倫理観を有し
ている。(CP8)

DP3. （データ活用力）データ
を収集・活用することのできる
知識・技能を用いて、課題を分
析・説明することができる。
（CP3,7）

DP2. （コミュニケーション
能力）複数の言語の知識・技能
を活用して、多様な人々とコ
ミュニケーションすることがで
きる。（CP2）

DP6. （実行力）現代社会の課
題を自ら発見し、他者と協働し
て課題解決に取り組むことがで
きる。(CP2, 3, 7, 9)

◇知識情報システム
学概論

○環境社会システム
学概論

△教育福祉学概論

□心理学概論

△□ジェンダーと社会

△生涯学習概論

初年次ゼミナール

未来デザインプログラム

未来デザインプログラム

PBLプログラム（教育情報システムデザイン）の場合

凡 例

基幹教育科目

学域共通科目

学類基盤科目

学類専門科目

PBLプログラム科目

未来デザインプログラム科目

必修科目 選択科目

選択必修

○自然科学 ●認知科学

△人文・社会科学 ▲社会・環境心理学

□人間科学 ■臨床心理学

◇情報学

※繋がり方を分かりやすくするために矢印の色を変えている部分があるが、色自体に意味はない。
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